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光スイッチング蛍光タンパク質(rsFPs)は、ある波長の光照射によって蛍光明・暗状態（ON・

OFF）を可逆的に遷移可能な蛍光タンパク質である。rsFPs は、ON 遷移のための光波長が

励起光波長と重なっている場合はポジティブ型、OFF 遷移のための光波長が励起光波長と

重なっている場合はネガティブ型に分類される。ポジティブ型 rsFPs は、RESOLFT や

SPoD-OnSPAN などを用いた生体適合性の高い超解像イメージングに必要不可欠なツール

である。超解像イメージングの多色化、あるいは、励起光の長波長化による光毒性の抑制の

ため、これまでポジティブ型赤色 rsFP(rsRFP)として rsCherry が開発されている。しかし、

rsCherry は蛍光強度や ON/OFF コントラストが低く、超解像イメージングに適していな

い。そこで本研究では、遺伝子変異によって rsCherry よりも高い蛍光強度と ON/OFF コ

ントラストを示すポジティブ型 rsRFP を開発した。さらにこの rsRFP を用いて HeLa 細胞

の Vimentin を標識し、SPoD-OnSPAN による超解像イメージングを行った（図）。今後、

開発された rsRFP によって、より細胞適合性の高い超解像イメージングの実現や、多色化

による 2 つ以上の細胞内プロセスの同時高分解能観察が可能になることが期待される。 


